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こ
の
地
の
も
の
づ
く
り
の
歴
史
は
古
く
、約
４
万
年

前
の
旧
石
器
時
代
の
鋭
利
な
石
を
使
っ
た
刃
物
づ
く

り
か
ら
、中
世
に
は
大
崎
鋳
物
師
に
よ
る
鉄
器
の
生

産
な
ど
、た
ゆ
ま
な
い
歴
史
の
流
れ
と
と
も

に
連
綿
と
続
い
て
き
た
。

　
江
戸
時
代
に
入
り
、包
丁
、小
刀
、土
農

具
、大
工
道
具
な
ど
の
打
刃
物
や
、和
釘
、

錠
前
な
ど
の
建
築
金
物
を
生
業
と
す
る
鍛

冶
職
人
が
活
躍
の
場
を
広
げ
て
いっ
た
。

　
明
治
以
降
は
、鉄
道
の
普
及
や
機
械
力

の
導
入
に
よ
っ
て
販
路
と
生
産
量
を
伸
ば

し
た
三
条
の
鍛
冶
は
、生
活
様
式
の
変
化
に
合
わ
せ
て

作
業
工
具
な
ど
の
新
し
い
分
野
に
も
参
入
し
て
い
っ

た
。

　
こ
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
包
丁
、利
器
工
匠
具
、そ
の

鍛
造
技
術
を
基
盤
と
し
た
作
業
工
具
を
は
じ
め
と
し

て
、現
在
は
測
定
器
具
、木
工
製
品
、ア
ウ
ト
ド
ア
用

品
、冷
暖
房
機
器
な
ど
も
生
産
し
て
い
る
。そ
の
ほ
か
、

自
動
車
や
農
業
機
械
な
ど
の
鍛
造
部
品
、プ
レ
ス
加

工
、金
型
製
造
な
ど
、金
属
加
工
を
中
心
に
、多
様
な

加
工
技
術
が
集
積
し
た
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
三
条
へ

と
発
展
し
て
い
る
。

三
重
県
伊
勢
市
の
伊
勢
神
宮
で
は
、諸
社
殿
を

20
年
に一
度
造
り
替
え
、神
様
に
お
遷
り
い
た
だ
く

「
式
年
遷
宮
」が
行
わ
れ
る
。従
来
こ
れ
に
使
用
さ

れ
る
和
釘
は
伊
勢
地
区
の
業
者
が
製
造
し
て
い
た

が
、三
条
市
の
一つ
の
地
域
で
多
品
目
を
一
括
に
受

注
で
き
る
生
産
力
と
技
術
力
の
高
さ
が
認
め
ら

れ
、平
成
５
年
に
続
き
、平
成
25
年
の
式
年
遷
宮

で
は
協
同
組
合
三
条
工
業
会
が
約
20
万
個
の
和

釘
と
約
８
万
個
の
野
鉄
金
物
を
納
め
た
。

10月上旬

□問 「燕三条 工場の祭典」実行委員会 事務局
　 公益財団法人 燕三条地場産業振興センター 産業振興部燕三条ブランド推進課
□所 三条市須頃1-17　□電 0256-35-7811
□HP http://kouba-fes.jp/

燕三条地域の企業が一
斉に工場を開放する、
年に 1 度のイベント。高
い生産技術を誇る工場
が、普段は閉ざされた空
間であるものづくりの現
場を開放することで、一
般の方々がものづくりを
見学・体感することがで
きます。

「燕三条 工場の祭典」


